
　２月15日より売上の一部を赤い羽
根共同募金にご寄付いただく、「募金
百貨店プロジェクト」に新たにユニト
ピアささやまが協力加盟店となり、
募金活動取り組んでいただいていま
す。是非、ご利用ください。

（写真：右からユニトピアささやま運営企
画リーダー　藤田忍さん、篠山市共同募
金委員会　平野芳行会長）

CONTENTS
P2	 地区福祉会議の取り組み
P4	 平成29年度、
	 赤い羽根共同募金運動報告
P5	 平成29年度、
	 歳末たすけあい運動実績報告
P6	 こんにちは　ケアマネージャーです！
	 給食サービスボランティア募集のご案内

P7	 ボランティアNAVI
	 篠山市の福祉指標
	 心配ごと相談日
P8	 篠山市ファミリーサポートセンター
	 善意銀行だより
	 あとがき

社会福祉法人 篠山市社会福祉協議会編集
発行

〒669-2205 兵庫県篠山市網掛301番地
☎（079）590-1112／FAX（079）590-1123

▼ホームページ
http://www.sasayama-wel.or.jp/

社協だより つながりと 支えあいでつくる みんなのしあわせ

4ささやまささやま 第125号
平成30年3月20日発行



　

社
協
で
は
、平
成
24
年
度
よ
り
、

自
治
会
長
や
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
民
生
児
童
協
力
員
、
福
祉
委

員
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
と
も
連

携
し
て
、
地
域
の
福
祉
課
題
を
協

議
し
、
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

に
つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
を
目
的

に
、
市
内
19
地
区
で
、
地
区
福
祉

会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

当
初
は
、「
三
者
合
同
研
修
会
」

や
「
四
者
合
同
研
修
会
」
と
い
う

名
称
で
開
催
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
度
に
名
称
を
「
地
区
福

祉
会
議
」
に
統
一
し
、
関
係
者
の

顔
合
わ
せ
や
役
割
の
確
認
、
地
域

内
の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
、
継

続
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
に
は
、
社
協
職
員
や
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
の
ほ

か
に
、
社
会
福
祉
法
人
連
絡
協
議

会
所
属
の
社
会
福
祉
施
設
及
び

医
療
法
人
社
団
紀
洋
会
か
ら
も

出
席
い
た
だ
き
、
意
見
交
換
や
課

題
解
決
に
向
け
た
話
し
合
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、テ
ー
マ
を
「『
あ
っ

た
ら
い
い
な
』
の
仕
組
み
、
資
源

を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
」と
し
て
、

「
地
域
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
」

や
、「
課
題
に
感
じ
て
い
る
こ
と
」

を
話
し
合
い
、
続
い
て
「
あ
っ
た

ら
い
い
な
」
と
い
う
仕
組
み
や
、

資
源
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合

い
、
全
体
で
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
、
認
知
症
に

関
す
る
研
修
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、

地
域
の
主
体
的
な
話
し
合
い
の
場

へ
と
発
展
し
て
い
ま
す
。

　

地
区
福
祉
会
議
で
だ
さ
れ
た
主

な
意
見
は
、
下
記
の
と
お
り
で
し

た
。
今
後
、地
域
の
課
題
と
し
て
、

解
決
に
向
け
て
協
議
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

地
区
福
祉
会
議
で
だ
さ
れ
た
主
な
意
見

⃝

地
域
で
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
や
課
題

　

・
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
増
加

　

・
買
い
物
、
通
院
の
交
通
手
段
問
題

　

・
自
治
会
の
諸
行
事
の
継
続
、
役
員
の
な
り
手
不
足

　

・
農
地
の
管
理
、
後
継
者
問
題

　

・
見
守
り
世
帯
へ
の
関
わ
り
方
（
個
人
情
報
の
問
題
な
ど
）

　

・
災
害
時
の
見
守
り
世
帯
へ
の
支
援
方
法

　

・
地
域
で
の
関
わ
り
合
い
が
少
な
く
な
っ
た

　

・
転
入
者
と
の
交
流

　

・
若
い
世
代
が
働
く
場
所
が
な
い

　

・
子
ど
も
が
少
な
い

　

・
空
き
家
の
増
加

⃝

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
仕
組
み
・
資
源
に
つ
い
て

　

・
常
時
開
設
の
サ
ロ
ン
な
ど
気
軽
に
通
え
る
集
い
場

　

・
地
域
外
の
人
を
呼
び
込
む
イ
ベ
ン
ト

　

・
高
齢
者
へ
の
食
事
サ
ー
ビ
ス

　

・
移
動
販
売

　

・
後
継
者
を
育
て
る
仕
組
み

　

・
ゴ
ミ
だ
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

・
訪
問
の
際
に
配
れ
る
チ
ラ
シ
や
ツ
ー
ル

　

・
若
い
世
代
が
帰
っ
て
こ
れ
る
よ
う
な
仕
事
場

⃝

「
あ
っ
た
ら
い
い
な
」
の
仕
組
み
を
ど
う
す
れ
ば
実
現
で
き
る
か

　

・
自
治
会
単
位
で
地
区
福
祉
会
議
を
開
催
す
る

　

・
見
守
り
活
動
を
自
治
会
の
活
動
と
し
て
組
織
化
す
る

　

・
自
治
会
行
事
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
い
く

　

・
お
互
い
に
声
を
か
け
合
い
、
行
事
へ
参
加
す
る

　

・
活
動
を
支
援
す
る
た
め
の
補
助
金
・
助
成
金
の
確
保

地
区
福
祉
会
議
で�

つ
な
が
り
の
再
発
見

地域の課題などを話し合い、共有しました

市内全地区で福祉会議を開催しました。
住民が地域福祉活動に

主体的に参加するための基盤づくり
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西
紀
北
地
区
で
は
、
地
区
福
祉

会
議
に
お
い
て
、
地
域
の
見
守
り

活
動
を
具
体
な
活
動
に
つ
な
げ
よ

う
と
意
見
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
活
動
と
し
て
、
玄
関

先
や
通
り
に
面
し
た
決
め
ら
れ
た

場
所
に
黄
色
い
旗
を
だ
し
、
安
否

確
認
を
行
う
「
み
ん
な
で
守
ろ
う

地
域
の
福
祉
［
幸
せ
の
黄
色
い

旗
］」
に
つ
い
て
、
自
治
会
長
、

郷
づ
く
り
協
議
会
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
福
祉
委
員
の
各
代
表

が
中
心
と
な
り
、
協
議
が
重
ね
ら

れ
ま
し
た
。

　

西
紀
北
住
民
が
、
安
全
安
心
に

生
活
す
る
た
め
の
見
守
り
活
動
が

で
き
る
こ
と
を
目
的
に
、
事
業
内

容
、
事
業
経
費
や
課
題
、
事
業
周

　

大
山
地
区
で
は
、
自
治
会
長
、

郷
づ
く
り
協
議
会
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
各
代
表
が
、
地
区
福

祉
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
や
困
り

ご
と
を
整
理
し
、
課
題
解
決
に
向

け
た
協
議
を
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
回
の
協
議
を
す
す
め
る
な
か

で
、
外
出
時
に
自
宅
か
ら
バ
ス
停

ま
で
距
離
が
あ
り
、
外
出
が
困
難

で
あ
る
と
い
う
困
り
ご
と
に
焦
点

を
あ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
女
性
会

の
代
表
も
加
わ
り
、
話
し
合
い
を

継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る

現
状
把
握
や
検
討
委
員
会
の
立
ち

上
げ
を
視
野
に
入
れ
、
地
域
の
課

題
解
決
に
取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　

社
協
で
は
こ
の
度
、
地
区
福
祉

会
議
に
お
い
て
、
ま
ち
づ
く
り
地

区
単
位
で
協
議
さ
れ
た
生
活
支

援
サ
ー
ビ
ス
体
制
整
備
に
か
か

る
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、「
福

祉
で
ま
ち
づ
く
り
応
援
モ
デ
ル

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
活
動
は
、
ま
ち
づ
く
り
地

区
単
位
で
取
り
組
む
「
地
域
交
流

活
動
」
や
「
見
守
り
、
声
掛
け
及

び
訪
問
活
動
」「
生
活
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
立
ち
上
げ
に
か
か
る
活

動
」「
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
」

な
ど
で
、
そ
の
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
経
費
で
上
限
を
10
万
円

と
し
、
総
経
費
の
半
額
を
補
助
す

る
も
の
で
す
。

　

活
動
が
、
地
域
の
福
祉
課
題
の

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
と
な

り
、
地
域
住
民
の
自
主
的
な
活
動

と
な
る
よ
う
社
協
職
員
も
関
わ

り
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

南
矢
代
・
矢
代
新
自
治
会
で
は
、

両
自
治
会
の
自
治
会
長
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
、
民
生
児
童
協
力

員
、
福
祉
委
員
が
４
か
月
に
１
度

集
ま
る
福
祉
会
議
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

会
議
の
内
容
は
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
出
席
し
た
福
祉
関
連

会
議
の
報
告
や
、
各
活
動
の
な
か

で
気
に
な
る
こ
と
を
報
告
し
、
支

援
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
に
つ
い

て
も
、
話
し
合
い
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

地
域
の
困
り
ご
と
の
発
見
は
、

身
近
な
地
域
で
お
互
い
の
顔
が
み

え
る
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
す
。

知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
、
平
成
30
年
11
月
の
実
施
に
向

け
て
、
取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

４
月
に
は
、
先
進
地
視
察
と
し

て
、
当
活
動
に
取
り
組
む
養
父
市

堀
畑
へ
視
察
研
修
を
行
い
、
理
解

を
深
め
ま
す
。

2
大
山
地
区
の
取
り
組
み

1
西
紀
北
地
区
の
取
り
組
み

社
協
で
新
た
に�

「
福
祉
で
ま
ち
づ
く
り�

応
援
モ
デ
ル
事
業
」

3�

身
近
な
地
域
で
協
議
の
場
づ
く
り

南
矢
代
・
矢
代
新
自
治
会
（
民
生

委
員
・
児
童
委
員
担
当
区
域
）
の

取
り
組
み

西紀北地区見守り活動についての協議

大山地区代表者会

民生委員・児童委員担当区域での福祉会議

地
域
の
福
祉
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み

　
平
成
29
年
度
に
開
催
し
た
地
区
福
祉
会
議
に
お
い

て
出
さ
れ
た
福
祉
課
題
の
解
決
に
向
け
、
地
域
に
お

い
て
協
議
の
場
が
持
た
れ
て
い
る
な
か
、
今
回
は
西

紀
北
地
区
、大
山
地
区
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。
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平成 29 年度、赤い羽根共同募金運動報告
あたたかいご支援ご協力、ありがとうございました

　10 月 1 日から 12 月 31 日まで実施した「赤い羽根共同募
金運動」には、企業や寺社、市民の皆さんのあたたかいご支
援により、多くの寄付を寄せていただきました。また、募金
活動には、自治会長、民生委員・児童委員、福祉委員の皆さ
んをはじめ、各地で活動されているボランティアの方々等、
たくさんの方々にご協力をいただきました。
　お寄せいただいた寄付金は、兵庫県共同募金会を通じ、平
成 30 年度の篠山市の地域福祉及び在宅福祉サービスの充実
のために使わせていただきます。
　皆さんからのご支援ご協力に対し、心より感謝とお礼を申
しあげます。

募金内訳 募金額
戸 別 募 金 5,086,059 円
街 頭 募 金 207,413 円
法 人 募 金 1,307,500 円
職 域 募 金 7,294 円
学 校 募 金 122,335 円
オリジナルバッジ募金 544,136 円
寄 付 金 付 商 品 募 金 43,040 円
イ ベ ン ト 募 金 14,226 円
個 人 募 金 35,000 円
そ の 他 の 募 金 7,223 円

合計 7,374,226 円
◎平成 30 年 1 月 22 日に兵庫県共同募金会へ送金

ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま

募
金
百
貨
店
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
新
た
に
参
加

ユ
ニ
ト
ピ
ア
さ
さ
や
ま
で
は
、「
篠
山

の
町
を
良
く
す
る
し
く
み　

ユ
ニ
ト
ピ

ア
さ
さ
や
ま
の
お
風
呂
に
入
っ
て
社
会

貢
献
！　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」と
題
し
て
、

平
成
30
年
２
月
15
日
か
ら
３
月
31
日
の

間
の
入
浴
料
（
大
人
３
０
０
円
、
５

歳
か
ら
小
学
生

ま
で
の
子
ど
も

２
０
０
円
）
の

２
％
を
赤
い
羽

根
共
同
募
金
へ

ご
寄
付
い
た
だ

き
ま
す
。

　

協
力
店
舗
で
購
入
し
た
商
品
の
売
上
金
の
一
部
を
募
金

す
る
仕
組
み
で
す
。
参
加
企
業
に
と
っ
て
は
、
商
品
を
募

金
付
き
に
す
る
こ
と
で
「
地
域
の
た
め
に
な
る
商
品
」
を

ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、
地
域
の
福
祉
活
動
を
応
援
す
る
こ

と
が
で
き
、
市
民
に
と
っ
て
は
、
日
常
の
消
費
活
動
が
地

域
支
援
に
つ
な
が
る
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

篠
山
市
内
で
は
、「
こ
ん
だ
薬
師
温
泉
（
夢
こ
ん
だ
）」、

「
大
正
ロ
マ
ン
館
（
ア
ク
ト
篠
山
）」、「
王
地
山
公
園
さ
さ

や
ま
荘
（
ア
ク
ト
篠
山
）」
で
、
平
成
25
年
度
か
ら
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

募金百貨店プロジェクトとは
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　12 月 1 日から 31 日まで実施しました「歳末た
すけあい運動」には、皆さんのあたたかいご支援に
より、多くの寄付が寄せられました。
　お寄せいただきました寄付金は、「地域歳末ふれ
あい交流事業」に応募さ
れた、74 団体への助成金、
一人暮らし高齢者への友
愛訪問、短期里親事業へ
の配分金として使わせて
いただきました。

収入
募金内訳 募金額

戸別募金 3,105,512 円
街頭募金 32,547 円
法人募金・団体募金 193,296 円
職域募金 5,685 円
個人募金 20,000 円
その他（預金利息） 2 円
前年度戻入金 28,255 円
前年度繰越金 108,525 円

収入計 3,493,822 円

支出
配分支出 配分額

配
分
金

地域歳末ふれあい交流事業
（市内 74 団体への助成金） 1,752,417 円

一人暮らし高齢者友愛訪問事業 960,914 円
障がい者福祉事業所支援事業 320,000 円
短期里親配分事業 80,000 円

事務費 120,580 円
地区福祉事業配分金充当金

（兵庫県共同募金会へ送金） 150,000 円

次年度繰越金 109,911 円
支出計 3,493,822 円

－金銭預託－
多紀叡山講�������������100,000 円
第８寿会�������������� 15,639 円
日本ボーイスカウト連盟 篠山第一団��  15,678 円
ライオンズクラブ 4R.2Z�������  30,000 円
垣屋自治会������������� 　6,800 円
円応教 篠山協会�����������  10,000 円
朝治　さかゑ������������ 10,000 円
八上内いきいきサロン�������� 　5,179 円
丹波 OB 大学自治会���������  10,000 円
匿　名��������������� 10,000 円

－物品預託－
稲山　建男������������ もち米 60kg
多紀叡山講������� 洗剤 30kg、砂糖 10kg
連合兵庫丹波地域協議会
���������� タオル 455 枚、石鹸 210 個

お寄せいただいた物品は、篠山市内の施設や
障がい者福祉事業所に配分しました

歳末たすけあい運動に金銭、物品を
お寄せいただいた方（順不同・敬称略）

平成 29 年度、歳末たすけあい運動実績報告

つながり　ささえあう　みんなの地域づくり
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　お茶飲んだら

おしっこがちこうなって

　　　　　かなんわ。

　飲まんとこ。

こんにちは
ケアマネジャーです！

　私たちケアマネジャーは、訪問時、「いつもと違う！」と感
じることがあれば声かけをし、早めの対応を心がけています。

　高齢者は、季節を問わず脱水症状になりやすく、また、本人も気づきに
くいという特徴があります。
　日頃から、食事以外で1日1ℓ～1.5ℓの水分を摂るよう心がけましょう。

〈問い合わせ先〉
篠山市社会福祉協議会
居宅介護支援事業所

☎ 590-1227

給食サービス （調理 ・配達） ボランティア募集！

　篠山市社会福祉協議会では、日々の食事づくりに困っておられる高齢者や、体の不自由な方等を対象に、
ボランティアの皆さんによる手づくりのお弁当をお届けしています。
　ボランティアに興味がある方、料理が好きな方、また定年後、地域のために貢献したいと考えておられる方、
給食ボランティアで新しい仲間とともに楽しく活動を始めてみませんか・・・

⃝活 動 日	 毎週水曜日（祝祭日、年末年始を除く）
⃝活 動 内 容	 ① 調理ボランティア（  9：00 ～ 11：30）
	 　⇒手作りお弁当を作るボランティアです
	 　　活動場所：四季の森生涯学習センター

	 ② 配達ボランティア（10：30 ～ 12：30）
	 　⇒お弁当を利用者の方々に届けるボランティアです
	 　　配送地区：城東・多紀地区または丹南地区

〈申込み・問い合わせ先〉
篠山市社会福祉協議会　地域福祉課　担当：村上　恵子　☎ 590-1112

給食ボランティア
で新しい仲間づく
りをしませんか！

とめさん 85 歳

とめさんは 気づかないうちに
脱水症になっていました

水分とって
　元気に暮らすで!!

ある日…… ボーッとしている

　めまい　ふらつき

発熱

口が
カサカサ

吐き気

1.5ℓ

1

3

2

4
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と　き と 　こ　 ろ
4月  6日（金）   9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター

13日（金）   9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー
19日（木） 13：30 ～ 16：00 城 東 公 民 館
20日（金）   9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター
27日（金）   9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー

5月11日（金）   9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー
18日（金）   9：00 ～ 11：30 丹南健康福祉センター
25日（金）   9：00 ～ 11：30 篠 山 市 民 セ ン タ ー

心配ごと相談日 篠山市の福祉指標� （平成29年２月末現在）

地区 人口 65歳以上
人口（人） 高齢化率 増減 14歳以下

人口（人） 年少率 増減

篠 山 12,201人 4,082人 33.5% ⬆ 1,331人 10.9% ⬇
城 東 3,205人 1,335人 41.7% ⬆ 270人 8.4% ⬆
多 紀 3,114人 1,426人 45.8% ⬆ 271人 8.7% ⬆
西 紀 4,086人 1,374人 33.6% ⬆ 487人 11.9% ⬇
丹 南 15,975人 4,513人 28.3% ⬆ 2,181人 13.7% ➡
今 田 3,471人 1,199人 34.5% ⬆ 335人 9.7% ⬆
計 42,052人 13,929人 33.1% ⬆ 4,875人 11.6% ➡

下記のとおり相談日を設けています。
お気軽にご相談ください。

ボランティアNAVI

「手話奉仕員養成講座 入門課程」開催

兵庫県くすのき賞に３団体が受賞

〈お申込み・問い合わせ先〉
篠山市社会福祉協議会　総務課　担当：松本　ますみ　☎ 590-1112

　「あいさつ程度の手話を学びたい」「今まで手話を学んだことがない」という方のために耳の不自由な人を理解し、
必要な日常会話程度の表現技術を学ぶ手話奉仕員の入門講座を開催します。
　「手話」で、耳の不自由な人とのコミュニケーションを図ってみませんか・・・

　３月 21 日（水）に丹波の森公苑において、平成 29 年度、地域づくり活動推進大会が開催され、ボランティア活
動等を通じ、こころ豊かな地域社会づくりに貢献している団体に贈られる兵庫県くすの木賞を、３団体が受賞され
ました。長年の活動に感謝するとともに、今後ますますのご活躍を期待します。おめでとうございます！

ボランティアグループ「万華鏡」
高齢者や障害者の部屋の掃除、買い物支
援、院内介助など、生活上の困りごとの
在宅支援、高齢者施設での介助ボランティ
アや利用者との交流を行われている。

今田手話サークル「さぎ草」
聴覚障がい者と共に、よりよい社会の実
現を目指すため、各種行事や学習会にお
いて、聴覚障害者と交流を図り、ろうあ
問題の理解を深めてこられている。

いきいきサロンはらやま
一人暮らし高齢者や高齢者世帯を対象
に、孤立感の解消、心身機能の維持向上
や地域住民がふれあう交流の場づくり・
仲間づくりを行われている。

受講生募集！

昼間コース 夜間コース

講座日程
平成 30 年 5 月 31 日～ 10 月 25 日
　毎週木曜日（8 月 16 日、23 日除く）
　午前 9 時 30 分～ 11 時 30 分（全 20 回）

平成 30 年 5 月 11 日～ 9 月 28 日
　毎週金曜日（6 月 8 日除く）
　午後 7 時 30 分～ 9 時 30 分（全 20 回）

場　　所 丹南健康福祉センター 四季の森生涯学習センター
託　　児 有　ご希望の方は、お問い合わせください 無
申込締切 5 月 21 日（月） 5 月 2 日（水）
対 象 者 初めて手話を学ぶ方、手話に関心がある方（既に、入門講座を受けた方は除く）
募集人数 25 名（申し込み順）
受 講 料 無料（テキスト代 3,240 円は自己負但）
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篠山市ファミリーサポートセンター善意銀行だより
1、2月分� （敬称略）

金銭預託
チバガイギーランニング部� 善意の預託・・・  1,460円

松本美千代（2月）（井ノ上）� 善意の預託・・・  3,000円

井関道夫（曽地奥）� 善意の預託・・・20,000円

藤木千晧(1、2月)（小中）� 善意の預託・・・40,000円

指定預託
篠山ロータリークラブ　こども食堂� 善意の預託…  5,000円

物品預託
村上　隆一（味間奥）

� 介護用シート１袋、紙パンツ２袋…訪問介護事業所利用者

家治川　勝（三田市）� 座布団10枚…高齢者福祉施設

カーブスバザールタウン篠山会員

� 食料品255点・・・こども食堂、高齢者福祉施設

芦田富基子（1、2月）（今田町芦原新田）

� 鉢植えの花21鉢・・・今田地区ひとり暮らし高齢者

飯田成代（1、2月）（垣屋）� 折り紙細工・・・給食サービス

西澤昭美（1、2月）（栗柄）� 折り紙細工・・・給食サービス

小山玲子（1、2月）（大沢新）� 折り紙細工・・・給食サービス

田中光子（1、2月）（川北新田）�折り紙細工・・・給食サービス

〈申込み・問い合わせ先〉
篠山市ファミリーサポートセンター
担当　上山　真子　☎590-1388

子ども一時預かり　“かんがるー”
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⃝4月17日（火）、5月24日（木）
　　四季の森生涯学習センター東館　和室（2階）
⃝5月29日（火）
　　今田まちづくりセンター　和室（1階）
　　　いずれも午前１０時～１２時
定 　 員：６名（生後6か月～就学前のお子さん）
利 用 料：子ども１人につき　１回５００円
申込締切：各実施日の１週間前までにお申し込みください
	 ・利用には申し込みが必要です
	 ・会員以外の方も利用できます
	 ・定員になり次第、締め切らせていただきます

　色々な遊具で作られたコースをぐるぐる回る
サーキット遊び。楽しみながら体を動かすことが
できます。
　ぜひ、親子で楽しんでくださいね。
と 　 き：４月27日（金）午前１０時～ 11時３０分
と こ ろ：四季の森生涯学習センター東館　大会議室
講 　 師：西條　喜博　さん
	 　エースあそびの学校 代表理事
	 　運動遊びコーディネーター
	 　「篠山チルドレンミュージアム」プロジェクト
	 コーディネーター
定 　 員：15組
持 ち 物：タオル、お茶
申込締切：4月20日（金）
	 ※動きやすい服装でお越しください

　大人だけでなく、子どもにも増えている足のトラブル。
子どもの足はどうなっているのか、靴の選び方などを、
わかりやすく話していただきます。
　ぜひ、子どもさんの足を見ながら、一緒にお話を聞い
てみませんか。
と 　 き：5月17日（木）午前１０時～１１時３０分
と こ ろ：四季の森生涯学習センター東館　大会議室
講 　 師：安藤　恵子　さん
	 　GoodFoot＆GoodHealth　Gooth代表
	 　幼児子ども専門シューフィッター
定 員：１５組
申込締切：5月10日（木）

今田地区でも開催します！

第1回　交流会
キッズ体操＆サーキット遊び

第1回　フォローアップ講習会
足育（あしいく）
　～元気な足が元気な子どもを育てる～
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